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１．2026年３月期第１四半期の業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 2,439 5.5 187 28.3 217 27.1 122 2.1
2025年３月期第１四半期 2,311 △6.5 146 △39.7 171 △36.5 119 △36.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 10.21 ―
2025年３月期第１四半期 10.01 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第１四半期 17,221 13,222 76.8 1,106.75

2025年３月期 17,125 13,113 76.6 1,097.65

(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 13,222百万円 2025年３月期 13,113百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 10.00 ― 11.00 21.00
2026年３月期 ―
2026年３月期(予想) 10.00 ― 11.00 21.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,920 △0.2 455 23.5 475 16.6 333 17.0 27.87
通期 10,140 0.6 966 51.5 1,009 40.2 706 40.2 59.10

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 12,135,695株 2025年３月期 12,135,695株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 188,972株 2025年３月期 188,972株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 11,946,723株 2025年３月期１Ｑ 11,935,239株

（注）期末自己株式数には「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）」が保有する当社株式（2026年３月期１Ｑ

144,438株、2025年３月期 144,438株）が含まれております。また、「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）」

が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2026年３月期１Ｑ

144,438株、2025年３月期１Ｑ 156,000株）。

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績の概況(３)

業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期累計期間における我が国経済は、引続き米国による関税引き上げに伴う不確実性の高まりが一層重

石となり、輸出産業を中心に企業業績が悪化する見通しにあるなど、総じて厳しい環境下にあります。当然当社に

おいても主力販売先である電子部品業界における業績への影響も見込まれる中、予断を許さない状況下にありま

す。

このような状況の中、当社事業全体の売上高は前年同期比5.5％増収の2,438,659千円となりました。損益面につ

きましては、営業利益は前年同期比28.3％増の186,783千円、経常利益は前年同期比27.1％増の216,837千円、四半

期純利益は前年同期比2.1％増の121,959千円となりました。事業別の状況としてセラミックス事業は、当社主力販

売先である電子部品業界の市況も回復傾向にあり、売上高は前年同期比11.7％増の1,907,574千円となりました。利

益面については、原材料価格等の高止まりは続くものの、受注増により工場稼働率が改善したことで、売上原価率

が前年同期比1.0ポイント減少する結果となり、セグメント利益は前年同期比48.0％増の165,681千円となりまし

た。一方、エンジニアリング事業につきましては、今期は前年のような自動車・重機関連等の大型設備売上がなく、

売上高は前年同期比12.0％減の531,084千円となりました。セグメント利益については、利益率の高い加熱装置の売

上高が鈍く、前年同期比37.2％減の21,102千円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期の財政状態については、総資産が前期末比0.6％増の17,221,190千円となり、内訳としては流動資産

が前期末比0.8％増の10,172,277千円となり、主に売上債権が前期末比3.0％減の3,351,726千円となった一方で、現

金預金が前期末比2.3％増の3,726,039千円、棚卸資産が前期末比3.0％増の3,057,934千円となりました。また、固

定資産が前期末比0.2％増の7,048,913千円となり、主に投資有価証券が時価の上昇により前期末比6.6％増の

2,070,301千円となりました。

負債は、前期末比0.3％減の3,999,124千円となり、内訳としては流動負債が前期末比0.6％減の3,473,604千円、

固定負債が前期末比2.0％増の525,519千円となりました。流動負債の主な減少要因は、仕入債務が前期末比2.6％減

の1,899,505千円となり、固定負債の主な増加要因は繰延税金負債の増加によるものであります。

純資産は前期末比0.8％増の13,222,065千円となりました。内訳としては株主資本が前期末比0.1％減の

12,466,569千円となり、主に利益剰余金が前期末比0.1％減の10,001,235千円であり、これは繰越利益剰余金の減少

によるものであります。また、評価・換算差額等は前期末比18.8％増の755,495千円となり、これは投資有価証券の

時価が上昇し、その他有価証券評価差額金が増加したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想は、市場環境が芳しくない状況下ですが、企業の設備投資は旺盛であることや潜在的な需要は堅調

であるものと判断しており、もう暫く足元の状況を把握すべく、2025年５月１日の公表数値から変更しておりませ

ん。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,642,551 3,726,039

受取手形及び売掛金 2,581,988 2,433,311

電子記録債権 872,887 918,415

商品及び製品 919,844 849,393

仕掛品 1,566,015 1,720,089

原材料及び貯蔵品 484,382 488,451

その他 23,898 36,576

流動資産合計 10,091,569 10,172,277

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,453,273 2,411,044

機械及び装置（純額） 1,237,862 1,205,031

その他（純額） 1,163,754 1,157,952

有形固定資産合計 4,854,889 4,774,028

無形固定資産 83,055 73,768

投資その他の資産

投資有価証券 1,942,568 2,070,301

その他 152,772 130,814

投資その他の資産合計 2,095,340 2,201,116

固定資産合計 7,033,285 7,048,913

資産合計 17,124,855 17,221,190

負債の部

流動負債

電子記録債務 388,001 462,081

買掛金 1,561,690 1,437,423

短期借入金 400,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 214,392 214,392

営業外電子記録債務 108,231 94,837

未払金 403,465 594,133

賞与引当金 235,570 117,785

役員賞与引当金 22,272 5,568

役員株式給付引当金 3,791 5,191

その他 158,724 142,192

流動負債合計 3,496,139 3,473,604

固定負債

長期借入金 106,452 52,854

役員株式給付引当金 4,424 5,021

資産除去債務 61,188 61,205

繰延税金負債 185,007 266,057

その他 158,283 140,380

固定負債合計 515,355 525,519

負債合計 4,011,494 3,999,124
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,320,740 1,320,740

資本剰余金 1,251,363 1,251,363

利益剰余金 10,012,279 10,001,235

自己株式 △106,770 △106,770

株主資本合計 12,477,613 12,466,569

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 635,746 755,495

評価・換算差額等合計 635,746 755,495

純資産合計 13,113,360 13,222,065

負債純資産合計 17,124,855 17,221,190
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 2,311,394 2,438,659

売上原価 1,817,674 1,892,604

売上総利益 493,720 546,054

販売費及び一般管理費 348,146 359,270

営業利益 145,574 186,783

営業外収益

受取利息 257 305

受取配当金 24,358 29,520

その他 2,502 2,780

営業外収益合計 27,118 32,606

営業外費用

支払利息 1,542 2,071

コミットメントフィー 448 448

その他 32 32

営業外費用合計 2,023 2,553

経常利益 170,668 216,837

特別損失

固定資産廃棄損 700 111

投資有価証券評価損 ― 34,200

特別損失合計 700 34,311

税引前四半期純利益 169,968 182,525

法人税、住民税及び事業税 9,500 21,700

法人税等調整額 40,969 38,866

法人税等合計 50,469 60,566

四半期純利益 119,498 121,959
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

前第１四半期累計期間

（自 2024年４月１日

至 2024年６月30日）

当第１四半期累計期間

(自 2025年４月１日

至 2025年６月30日)

減価償却費 151,811千円 161,059千円

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

前第１四半期累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス
事業

エンジニア
リング事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,707,750 603,644 2,311,394 2,311,394

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 1,707,750 603,644 2,311,394 2,311,394

セグメント利益 111,958 33,615 145,574 145,574

（注） セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

当第１四半期累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス
事業

エンジニア
リング事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,907,574 531,084 2,438,659 2,438,659

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 1,907,574 531,084 2,438,659 2,438,659

セグメント利益 165,681 21,102 186,783 186,783

（注） セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月１日

株式会社ニッカトー

取締役会 御中

清稜監査法人

大阪事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 小 田 利 昭

指定社員
業務執行社員

公認会計士 夘 野 貴 志

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ニッカトーの2025年４月１日から2026年３

月31日までの第156期事業年度の第１四半期会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期累計期

間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算

書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表

等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信

じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用さ

れる規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関

する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明するこ

とが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状

況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


